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1研 究主題 ・主題設定 の理 由

「児童 が進んで運動 に取 り組み,自 ら考え ・工夫 して い く体育学習」

一陸上運動 の楽 しさと走力 ・跳力 の向上 一

今 日,学 校教育に は 「社会の変化に主体的 に対応す るとともに,自 ら学び続 ける態度や能力

の育成 」が求め られてい る。体育科 において は,児 童 一人一人が生涯 にわた って運動 に親 しみ,

健康で安全な生活を営む態度 や能力 を育成す ることが課題 となってい る。そのたあには,進 ん

で楽 しく運動 に取 り組 もうとす る意欲を育てて い くこと,児 童 自 らが適切なああてを もち,運

動の方法や学び方を工夫 して,そ のめあて を達成す る能 力の育成を図 ってい くことが重要で あ

る。

この考 え方 に立 ち,今 年度 は各種の運動の基礎的な力 とな る走力 ・跳力を培 うことので きる,

陸上運動 を研究領域 と して取 り上げ ることに した。陸上運動は友達 と競争 して勝敗を競 い合 っ

た り,自 分 の記録を高 あた りして楽 しむ運動 である。 さ らに,自 分の記録の伸びを数値で とら

え ることがで き,め あてを もちやす く,練 習方法 も明確 に しやすい運動で ある。 これ らの特性

に着 目 し,楽 しさ体 験 と楽 しみ方 を学習の中心 と しなが ら,運 動能力 の基礎であ る走力 ・跳力

の向上を 目指 した授業づ くりに取 り組む ことに した。

1.児 童が楽 しさを十 分に味わ い,進 んで取 り組む ことの できる陸上運動 の学習

児童 自らが意欲 を もち,陸 上運動 に親 しむ態度や能力を身 に付けてい くためには,陸 上運

動の特性 に触 れ る楽 しさを十分 に味わ うことが大切で ある。

その たあ には,友 達 やチームで競争す ることを楽 しん だ り,自 分の記録 を伸ばす ことを楽

しんだ りで きるよ う配 慮す ることが大切であ る。 児童の経験や意識 ・走力 ・跳力 などの実態

を十分 に吟味 し,陸 上運動 の楽 しさや成就感を味わえるよ う学習を工夫する ことが重要であ

ると考え た。

2.児 童が運動 の方 法や学 び方 を理解 し,基 礎的 ・基本的 な技能を身に付 けることのできる陸

上運動の学習

児童が主体的な学 習を進 めて い くためには,自 己の能力 に応 じためあてを もち,そ の達成

に向けて,自 ら競 争や練習 を工夫 して学習活動が展 開で きるようにす ることが大切で ある。

その ためには,自 己評価 や相互評価の力を育て,児 童相互の学習活動を充実す る とともに,

陸上運動の方法や学び方 を理解 し,自 ら基礎的 ・基本 的な学習 内容を身に付 けて い く態度や

能力を養 うことで,走 力 や跳力の向上が期待で きると考 えた。 また,教 師は陸上運動の構造

的特性 に も配慮 しなが ら,競 争 の楽 しさや 自己の記録の 向上の喜びを味わ うことがで きるよ

う,積 極的 に児童の学習活動 にかかわ ってい くことが必 要であると考えた。

児童が陸上運動の楽 しさを味わい,進 んで運動に取 り組 む ことにより,各 種 の運動 の基礎 と

なる走力や跳力を身に付 けることが,生 涯 にわ たって運動 に親 しむ態度や能力を培 ってい くこ

とにっなが ると考えた。そ こで,研 究主題を 「児童が進んで運動 に取 り組み,自 ら考え ・工夫

して い く体育学習」 一陸上運動 の楽 しさと走力 ・跳力 の向上 一 と設定 し,研 究 を進 あて い くこ

とに した。

2



fl研 究の構想
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皿 研究 の内容

1.陸 上運動の特性

○ 友達やチー ムで競争 した り,自 己の記録を伸 ば した りす ることに楽 しさを求 ある運動

であ る。

○ だれにで もで きる運動で あるとと もに,運 動の基礎的な力を培 う運動で ある。

○ 個人 的な能 力が発揮 され る要素の多い運動で ある。

○ 運動の結果 を数値的 に測定す ることがで きるので,自 分に適 しためあてを明確 に しや

す く,学 習 の過程や成果を評価 しやすい運動であ る。

2.各 運動種 目の特性

(1)リ レー ・短距離走

○ 一人一 人が全力で走 り,バ トンを受け渡 し,相 手 チーム と競走 した り,記 録を高め

た り して 楽 しむ運動で ある。

○ 一定 の距離 を全力で走 り,競 走 した り,記 録を高めた りして楽 しむ運動であ る。

○ ス ター ト,コ ーナー走,直 線走,バ トンパ スなどの技能 を高 あることが記録 の向上

にっなが る運動で ある。

(21障 害走

○ 一定の距離 に置 いた障害を リズ ミカルにまた ぎ越 して走 り,友 達 と競走 した り,記

録 を高めた りして楽 しむ運動である。

○ ハ ー ドルを素早 くまたぎ越 し,ハ ー ドル間を3歩 で リズ ミカル に速 く走 る技能 の習

得が記録 の向上 につなが る運動であ る。

(3)走 り幅跳 び

○ 助走の ス ピー ドを生か して,力 強 く踏み切 り,よ り遠 くへ跳ぶ ことを競争 した り,

記録を高 めたり して楽 しむ運動で ある。

○ 踏み切 りにおいて,よ り速 い速度 と適切な跳躍 角度を得 ることが記録 の向上 につ な

が る運 動であ る。

(4)走 り高跳 び

○ 助 走の リズムを生 か して踏み切 り,よ り高 く跳ぶ ことを競争 した り,記 録 を高 めた

り して楽 しむ運動で ある。

05歩 または7歩 の リズ ミカルな助走か ら適切 な踏み切 り位置で踏 み切 る こと,バ ー

を効果的に跳 び越す ことが記録の向上につながる運動であ る。

4



3.実 態調査

q}調 査の 目的

「陸上運動」におけ る児童の意識 と教師の意識,指 導の実態を調査 し,研 究 を進 めて

い く上での手がか りとす る。

(2)調 査の方法(質 問紙法)・

① 調査時期 平成6年6月 中旬

② 調査対象 児童…研究員所属の学校及 び無作為抽 出校の6年 生

教師 …研究員所属の学校 及び無作 為抽 出校の5,6年 生担 任

く回答数 ・

「r"mnt一 一 一'

男子 児童

2976人

一

ー

「馴人工l11判
童児子女

人207b
人69

』
【
'

つ
』 一

(3)調 査結 果 と考察

① 児童の実 態

陸上 運動 の学習は楽 しいですか。

リレー ・短距離走

障害走

走り幅跳び

走り高跳び

0 20 60 BO

%

loo

團 とて 聚しい匿〕楽しい 園 どちうとも[⊃ 楽しくない

【考 察 】
一と
て も楽 しい 」 「楽 しい 」 と思 っ

て い る児 童 を 合 わ せ る と,各 種 目 と も

6割 を 超 え て い る。 中 で も,走 り幅 跳

び は その 割 合 が 高 い。 しか し,「 ど ち

ら と もいえ な い」 「楽 し くな い 」 と思

って い る児 童 も2割 ほ どお り,障 害 走

で は,そ り割 合 が 他 の 種 目 よ りや や 高

い 。

1陸 上運動の学習の時,め あてを も・て取 り組ん でいま塑 』

いつ ももって いる

時 々もって いる

もっていない

02040

■1と て 疑しい1-]藁 しい

%

6080100

闘 ど砺 蔽 ない隣 しく・・い コ

【考 察 】

め あて を もって 取 り組 ん で い る児 童

は,楽 しさを 味 わ って い る割 合 が 高 い 。

ま た,め あて を も って 取 り組 ん で い て

も,楽 しさ を味 わ って い な い児 童 が2

割 ほ どい る。 よ り明 確 な め あて を もっ

こ とが大 切 で あ る と考 え た。

5



リ レー ・短 距 離 走 で 、 と う すれ ば も っ と楽 しくな る と思 い ます か 。

記録を伸ばす

最後まで全力で走る

友達のよいところを見付ける

友達と励まし合う

勝っための作戦を工夫する

同じくらいの力の友達と競い合う

練習の仕方を工夫する

バ トンパスをうまくする

ビデオなどで自分のフォームを見る

先生に運動のポイントを教えてもらう

(%)0ユ0203〔}405〔]607〔 】8090100

【考 察 】

・児 童 は ,「 記 録 を 伸 ば す 」 「同 じく らいの 力 の友 達 と競 い合 う」 「最 後 ま で全 力 で 走

る 」 こ とが 楽 しさ にっ な が る と思 って い る。 記録 に挑 戦 した り,力 い っぱ い競 走 した

りす る学 習 方 法 の 工 夫 が 必 要 で あ る。

・ 「友 達 の よい と こ ろを 見 付 け る」 「友 達 と励 ま し合 う」 と答 え て い る割 合 が低 い。 児

童 相 互 の学 習 の 大 切 さに 気 付 くよ う工 夫 す る必 要 が あ る。

・ 「練 習 の 仕 方 を 工 夫 す る」 こ とや 「運 動 の ポ イ ン トを教 え て も ら う」 こ とに 目に 向 け

て い る 児 童 が 少 な い こ とか ら,練 習 方 法 や 運 動 の ポ イ ン トを 理 解 す る こ とが 大 切

で あ る。

「璽i走 で、 どうすれば溺 と楽 しくなる と思 ・ていますか.

記録を伸ばす

最後まで全力で走る

友達のよいところを見付ける

友達と励まし合う

勝っための作戦を工夫する

同じくらいのカの友達と競い合う

目標タイムを決める

ハー ドル間の距離を工夫する

リズミカルに走る

ビデオなどで自分のフォームを見る

先生に運動のポイン トを教えてもらう

(%)01020304050607080901〔}0

【考 察 】

・児童 は 「記録 を伸 ば す 」 「目標 タ イ ムを 決 あ る」 と楽 し くな る と思 って い る
。 少 しで

も記 録 を 伸 ば した り,目 標 タイ ム に近 づ け るよ うな学 習 方 法 の 工 夫 をす る。

・ 「友達 の よ い と ころ を見 付 け る」 「友 達 と励 ま し合 う」 と答 え て い る児童 の割 合 が 低

く,友 達 と学 び 合 う楽 しさ に 気付 くよ う工 夫 して い く必 要 が あ る。

・ 「同 じ くらい の 友達 と競 い合 う」 と楽 し くな る と思 って い る児 童 の 割合 が50%近 くあ

る。 い つ も同 じ児童 が 勝 っ こ とが な い よ うな競 走 の工 夫 が 必 要 で あ る。
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走 り幅 跳 び で、 ど うす れ ば も っ と楽 しくな る と思 って い ます か 。

記録 を伸ばす

回数をた くさん跳ぶ

友達のよいところを見付ける

友達 と励 まし合 う

同 じくらいの力の友達 と競 い合 う

チームをっくり平均を出して(得点化)して競い合う

目標記録 を決める

助走や踏み切 り ・空 中姿勢 を工夫す る

ビデ オな どで 自分 のフォーム を見る

先 生に運動 のポイ ン トを教えて も らう

(%)〔]102〔[3040506〔 〕70809010〔}

【考 察 】

・児童 は 「記 録 を 伸 ば す 」 「目標 記録 を決 あ る 」 こ とが 楽 しさに つ な が る と思 って い る。

少 しで も記 録 を伸 ばす 学 習 方 法 の 工 夫が 必 要 で あ る。

・ 「友 達 の よ い と ころ を見 付 け る」 「友達 と励 ま し合 う」 は他 と比 べ る と低 く,児 童 相

互 の 学 習 が 活 発 に行 われ る授 業 を 考 え る こ とが大 切 で あ る。

・ 「ビデ オ な どで 自分 の フ ォー ム を見 る」 「先生 に運 動 の ポ イ ン トを教 え て も ら う」 と

答 え た 児 童 が 少 な い 。記 録 を伸 ばす ため に も,視 聴 覚 機 器 の 活 用 や 運 動 の ポイ ン トを

押 さえ る こ とが 大 切 で あ る。

走 り高 跳 び で、 ど うす れ ば も っ と楽 し くな る と思 って いま す か。

記録を伸ばす

回数をたくさん跳ぶ

友達のよいところを見付ける

友達と励まし合う

同じくらいの力の友達と競い合う

チームをっくり平均を出して(得点化)して競い合う

目標記録を決める

助走や踏み切り ・空中姿勢を工夫する

ビデオなどで自分のフォームを見る

先生に運動のポイントを教えてもらう

(%)01〔}2030405060708090100【考 察 】

・多 くの 児 童 が 「記 録 を 伸 ば す 」 「目標記 録 を決 あ る」 と楽 し くな る と答 え て い る。 記

録 に挑 戦 した り,伸 ば す ことの で き るよ うな学 習 方 法 を 工 夫 す る こ とが 必 要 で あ る。

・'「友 達 と励 ま し合 う」 「友 達 の よい と ころ を見 付 け る 」 と答 え て い る児 童 の割 合 は低

い。 学 び 合 い の楽 しさ に気 付 くよ う に活 動 を 見 合 った り,教 え 合 った りす る活 動 が 必

要で あ る。

・ 「同 じく らい の力 の友 達 と競 い合 う」 こ と も望 ん で い る。 チ ー ムの 作 り方 や競 争 の 方

法 を工 夫 す る こ とが 大 切 で あ る。
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② 教師の指導の様子

「陸上運動 」の4つ の種 目は指 導 しやすいですか。

リレー ・短距離走

艦

走り幅跳び

走り高跳び

0 60 80

【考 察 】

リレー ・短 距 離 走 に っ い て は,指 導

しやす い と思 って い る教 師 が 多 い。

運動 種 目 に よ って 「しや す い 」 の割 合

に 変化 が 見 られ る。 特 に,「 走 り高 跳

び 」で は,「 指 導 しや す い 」割 合 よ り

%も 「指 導 しに くい 」割 合 の 方 が 高 くな

100

っ て い る 。

[し やすい 圏 し・く・ 團 どちらでもなヨ

「陸 上 運 動 」 の指 導 をす る と き に、 特 にカ を入 れ た い と思 う点 は 。 ま た、 困 って い る点 は。

ア、楽しく週動させること ア

イ、意撫 持って取粥 ませること イ"

ウ、学習の逸め方を瑠解さ嵐 見通しをもたせること ウ

エ'エ
、練習や揚の工夫

オ、学習態度の育成(鳩 力、認め合い、励まし合い、教え合い等)オ

カ、児童の実態にあっためあてのもたせ方

キ、自己評価や相互評価の工夫

ク、個人の技能の向上 ・記録の向上

ケ、運動の樽造の知識理解

コ、グループ編成

サ、学習カードや資料の工夫

閣特に力
圏困って

0把

%

【考 察 】

「意 欲 を も って 取 り組 ませ る こ と」 に力 を 入 れ た い と思 って い る教 師 が い ちば ん 多 く
,

「児童 の 実 態 にあ っ ため あ て の もたせ 方 」や 「練 習 や場 の工 夫 」 と続 いて い る
。

「自 己評 価 や相 互評 価 の 工夫 」 にっ いて は ,カ を入 れ た い と思 う割 合 が低 い 反 面,多

くの 教 師 が 困 って い る点 と して 挙 げて い る。

(4)ま とあ と研究の指 針

調査の結 果か ら,研 究 の課題を次の ように考え る。

① 陸上運動は,児 童の興味 ・関心 も高 く,記 録の向上や競 い合 いの意識 も見 られ る こと

か ら,運 動の特性 を明 らかに し,児 童の実態にあ った学習過程の工夫について考 える。

② 陸上運動 に対す る児童 や教師の意識か ら,児 童 自らが 自分の よさに気付 き,自 己理解

を深めてい くたあ,自 己評価活動の工 夫を考え る。

③ 教師の指導の様 子か ら,児 童が進んで運 動に取 り組み,自 ら考え工夫 して い く学習を

支え る教 師のかかわ り方 を考え る。
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4.研 究の重点課 題

研 究主題を受け,研 究を進 め る基本 的な考え方 と して,次 の二つの視点か らその具現 化を

図 ることに した。

☆ 児童 が 楽 しさ を十 分 に味 わ い,進 ん で 取 り組 む こ とので きる陸 上 運 動 の 学 習

☆ 児 童 が 運 動 の 方 法 や 学 び方 を 理 解 し,基 礎 的 ・基 本 的 な技 能 を 身 に付 け る こ との で

き る 陸上 運 動 の学 習

(1)学 習過程の工夫

① 学 習過 程の考え方

陸上運動 の学習では,児 童が陸上運動の特性であ る競 争 ・達成 の楽 しさを味わ うこと

が大切であ る。そ こで学習過程 を次の よ うな考え方で構成す る ことに した。

○ 達 成 型の学 習……記録の 向上 ・技能の高 まりを 目指 し,そ の達成 を楽 しむ。

0競 争型 の学習 ……他者 と競 い合 って,競 争を楽 しむ。

1時 間の学 習の中に,こ の2っ の楽 しさに触れ ることので きる学 習過程を構成す る。

(下表 モデル参照)

○ 学 習過程 を計 画 ・立案す るにあた って は次の ことに留意 する。
・種 目の特性 ・児童 の実態 ・学習配 当時数 ・校庭な どの実情 ・学習の効率化等

※陸上運動 の学習過程 として は,以 下の モデルを考えた。

5年 「障害 走」 ・6年 「走 り高跳 び」6年 「障害走 」

っかむ 取 り 組 む

12 3456

競 争

達 成

5年 「リ レー ・短 距 離 走 」 「走 り幅 跳 び」

っかむ 取 り 組 む

123456

達 成

競 争

つかむ 取 り 組 む

1 23456

競 争

達 成

6年 「リ レ ー ・短 距 離 走 」

つかむ 取 り 組 む

1 23456

達 成

競 争

② 配 当学 年 ・時数

「走 り幅 跳 び 」 「走 り高跳 び 」の 跳 運 動 にっ い て は,2年 聞 を 見通 して 「走 り幅 跳 び」

は5年 生,「 走 り高跳 び 」 は6年 生 で 学 習 す る こ とに した。

学年 リ レー ・短 距 離 走1 障 害 走 走 り幅跳びi走 り高跳 び 合 計

二5 6時 間 6時 間 6時 間 / 18時 間

6 6時 間 6時 間 / 6時 間 18時 間

合計 12時 間 12時 間 ・ 6時 間 6時 間
1

36時 間

③ 学 習 の 流 れ

学 習 過 程 を 「っ か む 」 「取 り組 む 」 の二 段 階 で 構 成 した。

「っ か む 」段 階 で は,主 体 的 な 学 習 を 進 め て い くた め に次 の こと を重 視 した 。

○ 運 動 の 方 法 や 学 び方 の 理 解

○ 記 録 や 自分 の 能 力 に適 した あ あ て の設 定

※ 「つ か む 」 段 階 で は,5年 生 の 「リレー ・短 距 離 走 」 「障 害 走 」 「走 り幅 跳 び 」,6

年 生 の 「走 り高 跳 び」 に2時 間 を配 当 し,6年 生 の 「リ レー ・短 距 離 走 」 「障 害 走 」 は

1時 間 と した 。

「取 り組 む 」 段 階 で は,競 争 を行 った り,自 己の め あて の 達 成 や 記 録 の 伸 び に向 か っ

て,児 童 相 互 の 学 習 を 活 発 にす る学 習 活動 を大 切 に した。
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(2)自 己評価活動 と教 師のかかわ り方の工夫

児童が主体的な学習を進 あるたあ には,自 己評価活動を活 発に して い く工夫を して いか な

くて はな らない。その ためには,「 自分をみつめ る目」を養 い,児 童が運動す る時 に,そ の

運動 を楽 しん だ り,方 法 を工夫 した りして,自 分の学習や動 きを振 り返 るこ とが重要で ある。

また,「 運動をみ る目」を育て,運 動 に対す る知的理 解を深 あ,互 いの動 きを見合 い,そ れ

を学習 に生か して い くことも大切で ある。

この ような学習を展 開す るためには,児 童が 自己に適 した明確 なめあてを もち,学 習を工

夫 しなが らめあての達成 を 目指 して運動 に取 り組み,さ らに,学 習 を振 り返 るとい う一連の

学習の流れが重要 になって くる。 そこで,児 童一人一人 の自己評価活動を促 し,そ れを支え

る教師のかかわ り方 として,次 の4点 を重点 と して考えた。

○ めあて を もつ ための手立て

○ 児童相互 の学習 を活発 にす る ☆ 自分をみつあ る目を養 う(自 己理解 ・自己評価)

たあの手立て ☆運動をみ る目を養 う(運 動の理解 ・相互評価)

○学 習情報 の整備 と活 用のたあの手立て

○場 の設定の工夫 のための手立て 運動の意欲付 け

自 己 教 育 力 の 育 成

生 涯 体 育 ・ス ポ ー ツ の 視 点

自己評価活動一 「

ノ
で きた

1伸 びた

國
＼

堕 」← 一 一

習

争

練

競

めあてをもつための手立 て

児童が 「自分をみっめ る目」を もち,自 己評価

活動を しなが ら,学 習を進 めてい くたあには,児

童 自 らが 自分の学 習 にっいて振 り返 り,自 分 を知

り,そ れ を もとに明確な学 習のああてを もつ こと

が必要で ある。技能の達成状況 や記録 の向上 を 目

指 して,自 分の学習を児童 自らが工夫 してい く能

力 を育てて いこうと考えた。

そ こで,自 己評価活 動を 「めあて を もつ 」→ 「練習 ・競争 に取 り組 む 」→ 「で きた ・伸び

た ・勝 った喜 びを味わ う」 とい う一連 の学習の流れの 中に位置付 けた。 この流 れを繰 り返 す こ

とで,児 童が 自 ら問題意識を もち,学 習に取 り組む能力 を育て られ るのではないか と考えた。

また,教 師 はそれぞれの場面で児童が明確 なめあて を もて るよう,運 動のポ イ ン トを踏まえ

一人一人の実態 に応 じた指導を展開す ることが大切 である と考え た
。

「っかむ」段階で は,学 習方法や,学 習内容 を知 り,今 の 自分 を知 ることに重点を置 き,児

童一人一人が 自己の能力 に適 しためあてを もっ ことので きる学習活動を工夫 した。 「取 り組む」

段階で は,練 習方法や練 習の場を工夫 しなが ら学習 を進 め,そ の めあての達成状況を確かめ る

こ とので きる学習活動を工夫す ることに した。
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児童相互の学習 を活発 にす るための手立て1
ロ　 　 　　 　 　 　 　　　　　　　ヨ

児 童 が 学 習 を通 して 一運 動 を み る 目」 を 養 い,児 童相 互

の 学 習 を 活 発 に して い く こと は,自 己評 価 活 動 を す る上 で

大 切 な こ とで あ る。

児 童 が 運 動 を実 践 す る時 に,児 童 自身 で 自分 の動 きを確

か あ た り,自 分 の めあ て の 達 成 を 確 認 した りす る こ とは難

しい。 そ こで,児 童 相 互 の 学 習 を 活 発 に し,友 達 と協 力 し

て 運 動 の よ い と ころを 見 合 っ た り,技 能 の ポ イ ン トを教 え

合 った りす る活 動 を 取 り入 れ て い こ う と考 え た 。

その こ とで 児 童 が 自 己理 解 を 深 あ,自 己評 価活 動 の た め

の 手 掛 か りと して,自 分 を 振 り返 りなが ら,学 習 を進 あて

い け る もの と考 え た。

ま た,友 達 の よ さ に気 付 き,理 解 し,互 い に認 あ合 い,

励 ま し合 う人 間 関 係 づ くり も大 切 に して い く。

学習情報の整備 と活用の ための手 立て

自 己 理 解

1自 己 評 価
一

児童相互の学習 ・相互評価

主 体 的 な学 習 を 進 あ るた め に は,児 童 が学 習方 法 や運 動 内容 を 理 解 を す る こ とが 必 要 で あ

る。 その ため に は,学 習 情 報 を いか に整 え,児 童が そ れ を どの く らい活 用 で き るか が 重 要 な

ポ イ ン トに な る。

そ こで,「 つか む 」段 階 で は,VTRや 学 習 方法 の理 解 を促 す 図 や 表,プ リ ン ト等 を 用 意

し,児 童 が 運 動 の方 法 や 学 び方 を理 解 す る と と もに,今 の 自分 に っ いて 知 る こ とを 重 視 して,

学 習 活 動 を計 画 す る こ とに した。 「取 り組 む 」 段 階 で は,学 習 カ ー ドや 技 能 ポ イ ン トカー ド

な ど を工 夫 し,児 童 が 学 習 活 動 の 中で,自 ら考 え,工 夫 で きる よ う配 慮 した 。

ま た,学 習 情 報 の 活 用 に 当 た って は,児 童 が 選択 した り,必 要 に応 じて 教 師 か ら提 供 した

りす る こ とに した。

場の設定の工夫のための手正そ「

児童 一 人 一 人 が 自己 に適 した め あて を もち,そ の 達 成 状 況 を確 か め,学 習 に対 す る 自 己評

価 活 動 を活 発 に す るた め に は,児 童 の あ あて に応 じた 学 習 の場 を 設定 す る こ とが 必 要で あ る。

そ こで,場 の 設定 に着 目 し,児 童 が 主 体 的 な学 習 を 展 開 し,安 全 に カ ー 杯運 動 で き るよ う配

慮 す る こ とに した。

「っ か む 」段 階 で は,場 の 設定 に つ い て の理 解 を 図 る と と もに ,協 力 して 準 備 で きる よ う

指 導 ・助 言 す る こ とで,効 率 的 な学 習 活 動 が で き る よ う配 慮 した。

「取 り組 む 一段 階 で は,自 分 の め あて を達 成 す るた あ に有 効 な 用 具 や器 具 を工 夫 して,児

童 が 活 用 しや す い よ う配 慮 した。
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5.実 践 事 例璽
(1)学 習 過 程 の 工 夫

○ 達 成 の 楽 しさを 味 わ うた め の 手立 て

・5年 で は ,1バ トンパ ス走 」 の基 準 とな る タ イ ムを計 り,そ の 向上 を 目指 した。

・6年 で は,「 ス ター ト,コ ー ナ ー走,直 線 走 一 の3っ の運 動 場 面 で 基 準 と な る タ イ ム

を 計 り,そ の 向 上 を 目指 した。

○ 競 争 の 楽 しさを 味 わ うた めの 手立 て

・5 ,6年 と も,リ レー の順 位 を得 点 制 と して 競 い合 うよ うに した。

・達 成 場 面 の記 録 も得 点制 と して意 欲 が 高 ま る よ うに した。

(2)自 己 評 価 活 動 と教 師 の か か わ り方 の工 夫

○ あ あ て を もっ た め の 手立 て

・単 元 の 流 れ を理 解 し,学 習 の 見通 しを もつ こ とが で きる よ うに,オ リエ ンテ ー シ ョ ン

を 「っ か む 」段 階 に位 置 付 け た。

・ 「ポ イ ン ト発 見 カ ー ド」 と 「自 分 をみ っ め る鏡 」 を 利 用 し,リ レー ・短 距 離 走 に対 す

る知 的 理 解 を深 あ,的 確 な め あ て を もっ こ とが で き るよ うに した。

・自 己評 価 した こ とを 学 習 カー ドに 表 して い くこ と によ り ,次 の め あて を もっ こ とが で

き る よ うに した 。

○ 児 童 相 互 の 学 習 を 活 発 にす るた あ の手 立 て

・チ ー ム は ,一 人 一 人 の 運 動 に対 す る興 味 ・関 心 ・意 欲 な どの情 意 面,走 力 や 学 習 経 験

な ど の違 う児 童 で 編 成 す るよ うに した。

・走 力 の 向上 の たあ の 練 習 や バ トンパ ス の上 達 を 目指 した 練 習 な どを計 画 し,互 い に教

え 合 った り,認 あ 合 った りす る話 合 い の場 を状 況 に応 じて 設 け た。

・児 童 相 互 が 情 意 面 の 言 葉 掛 け だ け に偏 らず ,技 能 面 の 言 葉 掛 け が で き る よ う に,

「ポ イ ン ト発 見 カ ー ド、 を 利 用 し,話 合 い が活 発 に な る よ う に した 。

○ 学 習 情 報 の 整 備 と活 用 の た あ の 手 立 て

・ 「ポ イ ン ト発 見 カ ー ド」 は ,発 見 した技 能 の ポ イ ン トを 記 入 で き るよ うに,個 人 用 と

チ ー ム用 を 用 意 した。

・ 「自分 をみ っ め る鏡 」 は ,児 童 が 自分 を振 り返 り,自 己 評 価 しや す くす る もので,オ

リエ ンテ ー シ ョ ンの 時 か ら使 用 す る こ とに した。

・学 習 カ ー ドは ,あ あて と 自己 評 価,チ ー ム や個 人 の 記 録,技 能 の 高 ま りが 一 目で み ら

れ る もの と した。

・練 習 カ ー ドは ,さ らに走 力 の 向 上 を 目指 す た あの 情 報 と して,必 要 に 応 じて使 用 す る

こ とに した。

○ 場 の 設定 の工 夫 の た あの 手 立 て

・5年 で は ,バ トンパ スの 上達 の た あ に 「バ トンパ ス走 」 を 設 定 した 。

・6年 で は ,個 人 の 走 力 の 向上 を 目指 し,fス ター ト,コ ー ナ ー走,直 線 走 」 を 設定 した。

・記 録 の 向上 の たあ の 練 習 や 計 時 だ け で な く,得 点 制 を 用 い,競 い 合 う場 を 設 定 した 。

-12一
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(3)「 研究主題 に迫るための手立 て」の構造 第6学 年 リレー ・短距離走

学 習 過 程 の 工 夫

つ か む 段 階

1`IZEJ?

自分に適しためあてをもつために
5年 の子習 一の 認

○自己評価活動の進め方の確認
○ 『スタート・コーナー走 ・直線走』の基準となるタイムの計測
学習の見通 しをもつために
『芋習 カー ト』rポ イ ン ト発見 カ ー ド』 の使 い方 の確 認

Orバ トンパ ス』 の技能 ポ イ ン トの確 認

O掲 示 資料 やVTR等 でのrス ター ト ・コー ナー走 ・直線 走』 の技 能 ポ イ ン トの 大 まか な理解

チー ム編成 を行 うた めに

80mコ ーナ ー 含 む)の タイムの 計測

Oキ ャプ テ ン会 議

取 り 組 む 段

2 ー

上

.「一.一一一

314
-一 一 一..一 一 」 一一一 一一 一

1
達成の楽しさを味わうために

5

團 Orス ター ト・コーナ ー

Orポ イ ン ト発 見 カー ド』

・直 走 』の 練習 タイ ムの得 点化

r練 習 カー ド』の 活 用

階

6L7[]

」

一一」一一

團
競 争 の 楽 し さ を 味 わ う た め に

()リ レ ー1・20))lv.のf;i,t.1
-一 ⊂)リ レ ー1の 後 の 作 戦0)修tli

,練 習

めあて1

自 己 評 価 活 動

↑

めあて

↓

で きた,練 習

伸 びた 向 競 争

勝 った

]
-

1・ 己 評 価 活 動 の 工 到

Orス クー ト・コー ナ ー走 ・直線 走 』の 基準 とな る タイ
ム を計測 し,今 の 自分 の 力を つかん で い る。

ぐ)自己評価 活 動の 進 め 方をっ かん で い る。

◇

「学堅竺碗]

か

む
段

「ざ]

Oめ あてをもっている。

Oめ あてに向かって活動している。

○学習活動をみっめ直している。

階1

F
F
F

祠

ー
幽

.

」

1

一一 司

-

幽

P
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取
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組

む

段

階

9

…

」

…

層

」
F

F

ト
ト

.

.

1

一

H..

ト

1教 師 あ ふ か わ り方 の 工 夫 噛

○診断的評価により,… 人 汰 の現在の状況を把握する。

Q全 力で走 り,今 の 自分 の カを 知 る ことの 重要性 を伝 え るc,

Or自 分 をみ っ め る鏡 』 で 自己 評価 の 亜要性 を伝 え る、,

Orポ イ ン ト発 見カ ー ド』を 提 示 し,チ ー ムで技 能の ポiイン トを発 見 しな が ら学 習 を ・

進 め て い く ことを伝 え る。

○的確なめあてをもっためにr自 分をみっめる鏡』rポ イント発見カード』を提示す
る。

○めあてに向かって活動している自分の姿を明確にし運動に取り組めるようにr自 分
をみっめる鏡』を提示する。

○学習の様々な場面で自己評価していけるよう働きかける。

○めあてが情意面だけでなく技能面へも向くよう働きかける。

慶]

睡画

○配いの動きを見て,教 え合っている。

○友達の動きや行動の仕方を見て,よ いところを発見している。

○発見した技能ポイントをrポ イント発見カード』に記入し,次 時の
めあてをもっ際の手掛かりとしている。

○めあて達成に必要な情報を選択 したり,活 用したりしている。

○情意面だけに偏らず,技 能面の言葉掛けができるように働きかけたり,学 習資料を
提示したりする。

Orポ イ ン ト発 見 カ ー ド』に発 見 した 技能 ポ イ ン トを 書 き込 め るよ うに して お く。

なお,そ れ はr自 分 をみ っ め る鏡 』 のrラ ン クア ップ パ ワー』 の欄 に書 き加え られ

て い く。

○走 力 向 上を 目指 す ための情 報 と してr練 習 カ ー ド』 を必 要 に応 じて提 示す る。

国 ○めあてに適した場を選択したり,練 習方法を工夫 したりしている。 Orス ター ト ・コー ナー走 ・直線 走』 の技 能習 得 に焦 点 を当 てた 場 を中心 に用意 す る。



(4>学 習の展 開

第6学 年 の事例 「リ レ ー ・短 距 離 走 」 (45分 ×6回 扱 いの4回 目)

学 習 活 動

1.学 習 内容 や め あて を 確 認 す る。

2.学 習1(達 成)

記 録 の 伸 びか ス タ ー ト

繁
能 のら,チ ー ムや
イ ン トの 例

教 師 の か か わ り 方

自分の姿を振

り返 る。

(20m)

'鐡 麓 鶴
る。

○ チ ー ム 内で の 児 童 相 互 の 言 葉 掛 け が,

活 発 に行 わ れ る よ う助 言 す る。

コー ナ ー走(20m)直 線 走(20m)

'膿 響 を大き ・ピ ッチ を 落 と さ

ず に 走 る。

記 録 の 向 上(得 点 化)

3 学習2 (競 争)

リ レ ー1

作 戦 の修 正,練 習 。

リ レ ー2

順位の

得点化

リレーの 勝 敗 か ら,チ ー ムや 自分 の

様 子 を振 り返 る。

4.本 時 を振 り返 り,新 しいあ あ て を もっ。

○

○

○

学 習 意 欲 や チ ー ム意識 を 高 め るた め,

リレーの 順 位 を 得 点 化 す る。

互 いの よ さを 認 あ 合 って い るチ ー ム や

児童,記 録 が 伸 びた チ ー ム を大 い に称

賛 す る。

個 とチ ー ムの 努 力 を互 い に認 め合 い,

次 時へ の 意 欲 を 高 あ る。

(5)参 考 資料

ル ー・・難 群ゲンん霧 籔一丞"

50メ ー トル走の口査から

、3ピrド

』
ビyチ

ー フトライド
51015202S30354e45sem

● 上のグラフから気付 いたことを書きま しょう。

スピー ド(ピ ッチ×ス トライ ド)

簾 』

・こしを伸ば し滴 く引き上げるよ う`に

姿勢(上 体,こ し)

・上 体を十分に起 こす。

走 る。

うでの振 り(ひ じ,手 、かた)

・ひじを ほぼ直角に曲 げ、強 く振 る。

・手 は軽 くに ぎる(強 くに ぎらない)
。

・か たの力を抜 き、 リズムよ く振 る。

20～25mで 最高 とな り、30～40mく らいのところで
一度藩ち込 み、最後 で再び落ちている。 など

ピッチ(1秒 聞の歩数)

15mあ たりで最高 とな り、30rnぐ らいか ら落ちはじめる。

など

ス トライ ド(1歩 あた りの歩幅)

20～25mあ た りで最高となり、あまり変 わらず、最後に
伸びている。 など

ける足(ひ さ',足 先)

・ひざを十分伸ば し、強 くける。

・足先で強 くけ る。

'

↓

● どうしたらもっと速く定れるでしょう。

ピッチを落とさずに走る。]
1

ス トライ ドを伸ばす。

最後まで力を抜かない。 など

＼

振りだす足(も も,か か と,方 向)

・ももを高 く引き上 げる。

・かかとが おしりの近 くを通るよ うに し

て振 りだす。

・左右 の足が ほぼ直線上 にのるよ うに振

りだす。
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亜
(1)学 習 過 程 の 工 夫

○ 達 成 の 楽 しさを 味 わ うた めの 手 立 て

・自分 に適 した めあ て を も って 学 習 を 進 め るた め に ,ア ドバ イ ス カ ー ドを 使 う よ うに した 。

・め あて の 達 成 の た め に ,練 習 カ ー ドか ら練 習方 法 を選 ぶ よ うに した。

・グル ー プや チ ー ムで 練 習 を し,互 い に技 能 の 高 ま りや記 録 の 伸 び を確 か め 合 うよ うに し

た。

・あ あて の 達 成 が ,見 て 分 か りや す い場 を 工 夫 し,児 童相 互 の学 習 が 活 発 に な る よ うに し

た。

○ 競 争 の 楽 しさ を味 わ うた あの 手 立 て

・5年 生 で は ,6秒 間 で 越 せ るハ ー ドル 台 数 と歩 数 を 得点 化 して チ ー ムで 競 う対 抗 戦(6

秒 間 走)と した。

・6年 生 で は ,50m走 の 記 録 とハ ー ドル 走 の記 録 の差 を チ ー ムで 平 均 化 して 競 う対 抗戦

(タ イ ム差 走)と した 。

(2)自 己評 価 活 動 と教 師 の か か わ り方 の 工 夫

○ あ あて を もっ たあ の 手 立 て

「っ か む 」段 階

・学 習 の 方 法 や き ま り ・用 語 ・学 習 カ ー ドや 資 料 の 使 い方 に つ いて 理 解 で き る よ うに した
。

・自 己の 能 力 に合 った イ ンタ ーバ ル を さが し,50mパ ー一一ドル走 の記 録 を とる よ うに した。

「取 り組 む 」段 階

・児童 が 身 に付 け た技 能 を生 か して 競 走 を楽 しむ 活 動 を 重 視 した。

・自己 を見 っ め ,運 動 した り,運 動 の 技 能 を 理 解 した りす るよ うに した。

・め あて を達 成 す る た め の練 習 方 法 を 「ア ドバ イ ス カー ド」 や 「練 習 カ ー ド」 か ら見 付 け

るよ うに した。

○ 児 童相 互 の学 習 を活 発 に す るた あ の手 立 て

・踏 み切 り位 置 や着 地 位 置 に足 型 を置 い た り,め や す 棒 を 使 った りす る こ とに よ って,め

あ て の達 成 を 具体 的 に 確 か あ られ る よ うに した。

・チ ー ム で 互 い の あ あ て を 確認 す るた あ に
,あ あて の 色 別 カ ー ドを 使 用 した 。

○ 学 習情 報 の 整 備 と活 用 の た あ の手 立 て

児 童 の運 動 に 対 す る理 解 を 深 あ るた め に 「障害 走 を は じあ るあ な た に」 を 用 意 した。 内 容

は,陸 上運 動 の 楽 しみ方 ・競 走 の 仕方 ・役割 分 担 ・計 時の 方 法 ・ス タ ー トの 仕 方 ・合 図 の 仕

方 な どで あ る。

○ 場 の工 夫 の た あ の手 立 て

イ ン ター バ ル の 変 更 が容 易 に な るよ うに ハ ー ドル設 置 メ ジ ャーを 作 製 した 。 さ ら に,イ ン

ター バ ル を距 離 に よ って 色 分 け し,自 分 の イ ン ターバ ル と同 じ色 の ゼ ッケ ンを 着 用 す る こ と

に した。 この こ とに よ り,児 童 は 友達 の イ ン ターバ ル を知 り,あ らか じめ 用意 され た ポ イ ン

トに ハ ー ドル を移 動 す る こ とが容 易 に な った。
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(3)「 研究主題に迫るための手立て」の構造 第5学 年 障害走

一
①

学 習 過 程 の 工 夫

つ か む 段 階

__⊥ ._一_⊥ 一一__・

⊥三.取 ・ 組 む

↓,㌧_-L三_一 ■ILIILLII

段

5

階

ユ7 6

自分に適しためあてをもつために

○ 学 習の 方法 を理 解 す る。

○ 学習 の きま り,学 習の 用語 につ いて 理解 す る。

○ 学習 カー ドや資 料の 使 い方,競 走 ・練習 の仕 方 につ いて理 解 す る。
・r障 害 走 をは じめ るあな たに 」の 活用

○ 自己 の能 力 に合 ったイ ンターバ ルを さが す。

050mハ ー ドル 走の 記録 を とる。

○ 自己の 能 力に 合 っ ためあ てを さが す。 ・示範VTRの 活用

1凋
競争の楽しさを味わうために
・今 もってい るカ で競 走 を楽 しみ ,め あ ての 確認,修 正 をす る。 《6秒 間走 》

匡周
達成の楽しさを味わうために
・自分のめあて達成のために練習をして記録に挑戦 し

,次 時のめあて決定の手掛かりとする。

《r3歩 のリズム』を中心に》

匝網
一 自己評価活動 一…

1,『 『

めあて

↑

た

た

た

き

び

つ

で
伸

勝

↓

練習
← 競争

厘 己評価詞 のエ†

◇

二 「麺 のかかわ.・壷 士刃

O学 習のねらい,内 容 ・方法のおよそをっかんでいる。

§1灘1舅三撒 雛1鉱 、_斜
○運動のできばえに関心をもち,め あてをっかむために繰り む1
返 し運動している。 段

学習を始める前
_『_...」

[

階

一

8畿 講繋 構 劣鍵 贈1窒 £昌畿 練一_一 ト
習の方法を工夫している。 取1

0規 則を守り,勝 敗に対して正しい態度がとれている。

塵劉

匝
囹

囮

○友達同士で互いのめあてに沿って,運 動を見合い,
が ら教え合っている。

○互いに役割を決め,協 力して運動している。

誘葉を掛 け合 いな ・・

○めあて達成のために必要な情報を選んだり,活 用したりして,練 習に

取り組んでいる。

り

組

○めあてに応じた場や方法を工夫して練習 している。

む

Q診 断 的評 価 に よ り一人 一一人 の現 在の 状 況を 把握 す る、,

8欝 羅 雛 鹸 灘 錫雛 讐ll旗,の 肪 。関す、麟 深め、.
…・ ・示 範VTRの 活 用 ・[障 害 走 をは じめ るあ な たに!の 活用

○ 学 習 カー ド ・ア ドバ イ スカ ー ドの 使 い方 を知 らせ,一 ・人 …人 に ア ドバ イスを す る。

段

○学習を振り返り,学 んだことや今後の課題を整理 している。
階

○ 毎時 間,記 録 を とるc,(3～6時 闇 「D

Oチ ー ムで,fllい の めあ てを 理解 し合 う。

○ ア ドバ イ スカ ー ド ・練 習 カー ドを基 に,… ・人 一人 に合 った ア ドバ イス をす る。

○互 いの めあ てを 理解 し合 え る よ う,め あて の色 別 カー ドを使 用 す る。

○ チー ムで,互 い のめ あて に沿 って,見 合 い,教 え合 う、,

○ 見 るポ イ ン トや場 所 を明 確 に し,め あて の達 成状 況 に着 目す る。

○め あ ての達 成 状 況が 誰 にで も分 か るよ う,足 型 マー クや めや す棒 を 活用 す る。

○っまずき解決の手掛かりとするため,ア ドバイスカードを必要に応じ提示する。

○めあての達成状況を学習カー ドで振り返るようにする。

○ ハ ー ドル設 置 メ ジ ャー(パ タパ タ召)を 用 い,場 の設 定が 素 早 くで き るよ うにす る。

○ めあ て に対応 で きるよ う,踏 み切 り ・着 地 マ ー ク,板 付 きハ ー ドル な どを準 備す る。

○努力していたチーム(個 人)を 称賛し,次 時への意欲付けをする。



(45分 ×6回 扱 いの5回 目)

方わの

しやす習内容を

動 教 師
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走 り幅跳 び

(1)学 習過程の工夫

○ 達成の楽 しさを味わ うたあの手立て

・記録の測 り方 を 「計測 」(か か とか ら踏 み切 り線 までの垂直距離)と した。

結果 〔記録の伸 びに向 けて工夫す る活動が活発 になる。〕

〔技能の高 まりによる記録 の伸びが味わえ る。 〕

・目標記録 ステ ップ表を活用 した。

〔自分の力に合 った 目標記録 に向けて練習で きる。 〕

・グループ内2～3人 組でああてに向か って練習す るよ うに した
。

〔めあて達成 への意欲が高 ま り,教 え合 いの活動が活発 になる。〕

○ 競争の楽 しさを味わ うための手立て

・競争1の 学習(集 団対 集団)で は,記 録の伸びの平均で競争 を楽 しむ。

〔記録向上への意欲が高まる。 〕

〔記録の伸びを確かあ ることがで きる。〕

〔友達の記録 の伸びを共 に喜 び合 える。〕

・競争2の 学習(個 人対個人)で は,条 件やル ールを工夫 して競争を楽 しむ。

〔勝敗が その場で はっきりと分かる競争を楽 しめ る。〕

(2)自 己評価活動 と教 師のかかわ り方 の工夫

Oめ あてを もっための手立 て

・話 し合いを通 して技能 のポイ ン トを見つけ
,実 際に試す よ うに した。

〔技能のポイ ン トを知 り,自 分 に適 しためあてを もつ ことがで きる。〕

・VTRを 活用 し
,自 分の跳んで いる姿を見 るよ うに した。

・目標 記録 ステ ップ表 を基 に自分 に合 った 目標記録 を設定す るように した
。

〔自分の力 を知 り,目 標記録を もっ ことがで きる。 〕

○ 児童 相互の学習 を活発 にす るたあの手立 て

・取 り組 む段階 を通 して固定 した2～3人 組 で練習をす るように した
。

・足型 ,着 地 マー クや ヒン トカー ドを活用 して教え合 うように した。

〔友達の跳躍 を見 るポイ ン トを明確 に し具体的な言葉で教 え合 いがで きる。〕

〔友達の めあて に合 ったア ドバイスをす る ことがで きる。 〕

○ 学習情報の整備 と活用の ための手立 て

・目標記録 ステ ップ表 〔学習の中で達成す ることがで きそ うな 目標記録 を もて る
。〕

・学習 カー ド① 〔っかむ段階で気付いた ことを基 に自分に適 しためあてを もて る
。〕

・学習 カー ド② 〔取 り組む段階で 自分 をみっ あることで次時への意欲が高 まる
。 〕

・ヒン トカー ド 〔自分や友達 のっまず きの解決方法に気付 くことがで きる
。 〕

○ 場の設定の工夫のための手立 て

・砂 場 に50cm間 隔 に カ ラー ゴム を張 る こ とに した
。

・簡 易 メ ジ ャー を活 用 して
,計 測 す る こ とに した。

・児 童 の 工 夫 に対 応 して 用具 を準 備 す る こ とに した
。

一18一

〔お よ その 記 録 が 分 か る。

〔効 率 よ く計 測 で き る。

〔練 習 を工 夫 で き る。

〕

〕

〕



㈲ 「研究主題に迫るための手立て」の構造 第5学 年 走 り幅跳び
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学 習 過 程 の 工 夫

つ か む 段
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自分に適しためあてをもつために
ノ ロ びの'の 旭 っかむ。
・技 能 ポ イ ン トの話 し合 い

・示範VTRの 活用

○ 目標 記録 を もっ
・最 初 の記録 の 計測

・目標記 録 ス テ ップ表の 活用

階

2

○ 目標記 録 達成 の ための 自分 の めあ てを 見付 ける。
・ 「助 走1「 踏み 切 り前 の3歩 の リズムli踏 み 切 り1
「空 中 動作1「 着地1の 技能 の ポ イ ン トを 試す 場

・自分 の跳 躍VTRの 活 用

「逢.國

取

一

り 組 む一 一] 段 階

3 4 5

一　一「 一 …

6

達成の楽しさを味わうために
記1・ 一のgひ っために,記 録の測り方を 「計測」とする。
O適 切な助走距離を発見したり修正したりするために毎時間,

○ 自分のっまずきを解決するために,ヒ ントカー ドを活用する。
○めあて達成の状況を確かめる手掛かりとするために,助 走マーク,着 地マーク,
50cm間 隔カラーゴムなどを活用する。

「静1
競 争の 楽 しさを味 わ うた め に

yx野1・ 一`・
・記 録 の伸 びの 平均で,競 争 す る。

O【 競争2】 個 人 対個 人
・友達 同士 で 条件 やル ー ルを 工夫 して ,競 争す る。

全助走での試し跳びをする。

足 型,

競争の楽しさを味わうために

既 一1=・ …
・記 録 の伸 びの 平均 で ,競 争 す る。

[匿… 『

1め あ て
1

「 自 己 評 価 活 動

めあて
↑ ↓

できた 練習

伸びた ← 競争
勝った

ロ

[自.己 評.匝 活 動 の.三 圭

(.)今,も つ て い るカが,ど の く らいか 知 って い る、、

O自 分 に適 した 目標 記録 を もって い る。

O自 分 に適 した め あて を も って い る。

○ めあて 達成 の た めの 見通 しを もって い る。

児童相互
の学習

魎

O自 分のめあて達成の状況や記録の伸びを確かめて
いる。

O次 の自分のめあてをもっている。

O互 いのめあてに沿って,教 え合っている。
O勝 つことを目指 して友達と競争し,そ の勝敗に対して,正 しい
態度をとっている。

○めあて達成のために必要な情報を選んだり,活 用したりしてい
る。

凸
浮噸 樋]

1

i教 師 の ・・hlわ ・ 方'磁 刈

團 ○自分のめあてに沿った場や練習方法を工夫している。

○診断的評価により一人一人の現在の状況を把握する。

1騰ll灘難1擦難鷺獣奮1嫁
E
F

1取

ト ー一 一 一一 』

り

; 組
1

一

!

「} む

L
}

段 一一一一一

}

… 階
!

一

O記 録の伸びを確かめられるように,簡 易メジャーを準備する。
○毎時間計測する。(3～5時 間目 最低2回6時 間目 最低3回)
O個 人対個人の競争の方法や場,ル ールにっいて必要に応じて助言する。
O取 り組む段階用学習カードの記入に応じて,一 人一人にアドバイスする。

O固 定した2～3人 組で,互 いのめあてに沿って,教 え合う。
○運動の残像が分かるよう足型や着地マークを準備しておく。

○勝っことを目指して,競 争を楽しめるよう,場 や用具を準備 してお く。
O勝 敗に対する公正な態度にっいて,助 言する。

○予想されるつまずきの解決の手掛かりとなるヒントカードを,い っでも提示できるよう準備
しておく。

○めあて達成の状況を確かめるために,学 習カードで振り返るようにする。

○砂場にカラーゴムを50c皿間隔に張り,記 録に着目できるようにする。

○めあてに対応できるよう,助 走マークやゴムひも,連 結輪を準備する。



(4)学 習の展開

第5学 年 の事例 「走 り幅跳 び」 (45分 ×6回 扱 いの4回 目)

学 習 活 動

1.学 習内容やめあてを確認 す る。

匡 垂](達 成)
2.自 分 の め あ て に 向 か って練 習す る。

艘 囎 薇 贈 譜縮 を工夫

睡](競 争)
&【 競争'福 鷺 禦 壽 団対集

練 薦 壱魁 選 録をイ申ばして

【競争2】燵 監 藤 簿 舘
。

鍵 纏 巌 誓 な齢 で競争で
4.本 時 の ま とめ をす る。

教 師 の か か わ り 方

:禦鞘霧舞翻灘醗露畠

灘 灘 萎lll欝雲11

灘 鐸諜:綴 諜 二;轟
○雛 舗 脚 場,ル ーノについて必要に応 じて

○摺 鷲 跨 編 姿騎 の見通しをもち・意欲

(5)参 考 資料

【目標記 録 ステ ップ表 】

・5 ,6年 児童の短距離走における最高速度出現区間は,お およそ
15～25mで ある。
・30m走 の記録 と走 り幅跳びの記録の相関は高いと考えられる。
・現在の児童の実態に合った目標記録設定表が必要である。
以上の理由から,
30m走 の記録を基に目標記録を設定するステ ップ表を作成 した。

○基準値10段 階/範 囲1～20段 階
○ 目標記録の設定の仕方
第1回 目 の 段 階⇒ 目標段階

⇒
⇒
⇔

童
童
童

児
児
児

の
の
の

下
階
上

以
段

以

皆
9
階

ド段

～
段

5
6
10

3xes

10段 階

2段 階上

5年 男子(133名)最 高記録 の平均(標 準偏差)=40,1430m走 と走 り幅跳 びの相関係数=0.733

30m走
11

2 3 4
15 6117819 10 11

1112
1馴14 151

5.0 227 248 265 280
1294

306 11318329 339 349
358 367 3751384 3921

5.1 222 243 260 275 289 334 344 353 362 370[379 387一

5.2 216 237 254 269 il283 ト鶏i劃幽 328 338 347 356
I

l373 3815.3 21Q 231 248 263 擁77 28引 ・ 322 332 341 350 llll367375
5.4 204 225 242 257 271 2831i 316 326 335 344 35211361 369

5.5 198 219 236 251 265 277 騰 310 320 329 338 3461355 363
5.6 193 214 231 246 260 272一

喫 窪95
305 315 324 333 3411350 358～

5.7 187 208 225 240 254 266 89 299一 309 318 327 344 352～

5.8 181 202 219 234 248 260 27劉283 293 303 312 "321 器劃338
5.9 175 196・ 213 228,, 242 254 266277 287 297 306

ll315
32311332 llll

60 169 190 207 2221236 248 260271 281 291 300 309 3171」326 3341
6.1 163 184 201 2161230 242 254i265 275 285 294 1303 311 320 328)
6.2 158 179 196 2111225 237 249 260 270 280 289 298 306 315 323
6.3 152 173 190 205 219 231 243 254 264 274 283 292 300 309 317i
6.4 146 167 184 199 213 225 237 248 258

1268
277 286 294 303 311

6.5 140 161 178 193 207 219 231 242 252 262 271 280 288 297 305

6.6 i34 玉55 172 187 201 213 225 236 246 256 265 274 282 291 299
6.7 129 150 167 182 196 208 220 231 241 251 260 269 277 286 294

6.8 123 144 161 176 190 202 214 225 235 245 254 263 271 280 288

6.9 117 138 155 170 18411 196 208 219 229 239 248 257
1
265 274 282

7.0 111 132 149 16411178 190 20211213 223 、1233 242 251 259 268 2761
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陸 り高跳び

(1)学 習過 程 の 工 夫

○ 達 成 の 楽 しさを 味 わ うた め の手 立 て

・技 能 ポ イ ン トの 指 導 に よ り,あ あ て を達 成 す る た めの 要 点 を 知 るよ うに した。

・めあ て の 達 成 に向 けて 練 習 で き る場(助 走 ・踏 み 切 り ・空 中 動 作)を 設 定 した。

・あ あて の 達 成 の 様 子 を 確 か め た り ,記 録 に挑 戦 した りで き る場 を 用 意 した 。

・それ ぞ れ の 場 で の 技 能 ポ イ ン トが 分 か るよ うに絵 図 を提 示 した 。

・友 達 と練 習 し,互 い に め あて の 達 成 の 様 子 を確 か め合 うよ うに した。

・ノモ グ ラ ム か らめや す 記 録 を 出 し,目 標 記録 を決 あ た り,修 正 した りす るた め の 手立

て と した。

※ ノモ グ ラム …0.5× 身 長 一10×50m走 の タ イ ム+120

0競 争 の 楽 しさを 味 わ うた あ の手 立 て

・グル ー プ対 グル ー プ の競 争 を した。

・最 初 の 記 録 の 合 計 が お よ そ 等 し くな る よ うに グル ー プ編 成 を した。

・試 技 中 の 最 高 記 録 を 個 人 の 記録 と した。 グル ープ 全 員 の 合計 で 勝 敗 を競 い合 った。

・人 数 が 異 な る場 合 は,グ ル ープ の 平均 値 を一 人 分 と して 加 算 した 。

(2)自 己評 価 活 動 と教 師 のか か わ り方 の 工 夫

○ め あて を もっ た あ の手 立 て

・オ リエ ンテ ー シ ョンの充 実 一一 進 ん で 運 動 に取 り組 む意 識 や 興 味 ・関 心 を もつ こ とが

で き るよ う学 習 情 報 を活 用 し,知 的 理 解 を深 め,学 習 の 見 通 しを もっ よ う に した 。

・目標 記録 の設 定 「ノモ グラ ム 」を 使 い ,数 値 を あ やす 記 録 とと らえ,自 己 の 能 力

に 応 じて 設定 して い くよ うに した。

○ 児 童 相 互 の 学 習 を 活 発 にす るた め の手 立 て

・児童 の 人 間 関 係 一 学 校 生 活 全 般 にお い て常 に 児童 理 解 に努 め,深 め るよ うに した。

・グル ー プ編 成 一 「つか む 」段 階 の 記録 の 合計 が お よ そ等 し くな る よ うに し,リ ー ダ

ー の 資 質 や 人 闇 関係 な どの 情 意 面 も考 慮 した 。

・め あ て の確 認 一 友達 に適 切 な ア ドバ イ スが で き るよ うに技 能 ポ イ ン トを押 さえ た。

○ 学 習 情 報 の 整備 と活 用 の た め の手 立 て

・学 習 カ ー ド ー 自 己評 価 は ,記 号 や 印 だ けで な く児童 の 心 情 面 の記 述欄 を設 け た。

・技 能 ポ イ ン ト ー 児 童 の 学 習 状 況 か ら判 断 し,指 導 した。

・ア ドバ イ ス カ ー ド ー 友 達 に技 能 の ポ イ ン トを短 時 間 で 教 え る こ とが で き るよ うに,

絵 図 の入 った カ ー ドを作 成 した 。

○ 場 の 設 定 の 工 夫 の た めの 手 立 て

・ 「競 争 」の 場 面 一 フ ラ ッ トの 場 を 設 定 した。

・ 「達 成 」 の場 面 一 児童 が め あて の 達 成 に向 け て練 習で き る場 の設 定 を工 夫 した 。

・踏 み 切 り ゾー ン ー 踏 み切 り位 置 の めや す と して ゾ ー ンを 設 定 した。

・安 全 面 の 配 慮 一 バ ー の 中 央 に 印 を付 け た り,助 走 の 範 囲 に線 を 引 い た り した。
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卜o
卜⊃

(3}「 研究主題に迫るための手立て」の構造 第6学 年 走 り高跳び

学 習 過 程 の 工 夫

つ か

1[「
む 段

2

階

自分に適しためあてをもっために

一
C)初めの記録をもとに目標記録を設定する。
○学習情報を活用し,技 能ポイントを知る。
○グループをっくる。

○自分にあっためあてをもっ。
○練習し,記 録をとる。

一一一.『

一一 一一一 一.- 一

　 一一　 一一 一 一 一

-

一 一 一一一 一一

取 り

3 4

.一

一 一

一一一

唾詞

一

競争の楽しさを味わうために
O今 もっている力で競争を楽しむ
・グループ対グループで競争す
・グループ全員の最高記録を合
・人数が異なる場合は,グ ルー

一

「 『 達成の楽しさを味わうために

墜 成].一 　 一

一 一 一一-一 一

O自 分のめあて達成のために練習
・技能ポイントの理解を深める
・児童相互の見合い,教 え合い
・学習情報を活用する。
・めあての達成と記録への挑戦

一一一-一 一 一 一一 一一一 一 一.山

組 む 段

]二 ・
階

クルー プの 平均 値を 一人分 と して 加算 す る。

6

庫'旦 評 価 活 動 の.干昇 一

記録に挑戦する。

教え合いを活発にする。

「

因画 工の方りわかかの師

[▽

「唾/
自己評価活動

1め あて

↑

できた

伸びた
勝った

灘引

睡璽]

↓

練 習
・一・ 競 争

1学習・始め・司
O診 断的評価により一人一人の現在の状況を把握する。

○学習内容 ・方法をっかんでいる。

○走り高跳びのおよその技能をっかんでいる。
○自分に適 した目標記録をもっている。
O今 もっている力を知り,臼 分に適しためあてをもっ
ている。

○めあての達成状況を確かめ,新 しいめあてをもって
いる。
○記録に挑戦し,伸 びを確かめている。

()競争を楽しんでいる。

○互 いのめ あて に沿 って,見 合 い,教 え合 って い る。

○めあて達成のために必要な情報を選び活用している。

圏

甚

○第1時 に記録をとり,今 の力を明確にする。
○めやす記録をもとに目標記録をもっ。
○っかむ段階を2時 間設定し,学 習方法や技能に関する理解を深める。
・助走,踏 み切り,空 中動作,着 地を試す場
・絵図やVTRな ど学習資料の活用

O学 習の様子や学習カードをもとに,適 切なめあてをもてるよう助言する。

○学習の成果を確かめられるように,毎 時間記録をとる。
O西1い のめあてを理解 し合う。
○学習カードの記人に応じて一人一人に助言する。

図 ○めあてに合った場を選び,練 習方法を工夫している。

○競争場面での互いのよさを認め合うようにする。
○互いのめあてに沿って,見 合い,教 え合う。
O見 るポイントや場所を明確にする。
Oア ドバイスカードを用い,友 達へのアドバイスをしやすくする。

○児童の学習状況から,技 能ポイントの指導をする。
Oア ドバイスカー ドや学習カー ドの活用により,技 能ポイントを理解 したりめあての達成状況

を確かめたりする手掛りとする。

○めあてに対応できるよう,踏 み切り板や踏み切りゾーン,2本 バー,絵 図などを用意する。



(4)学 習の展 開

第6学 年 の事例 「走 り高跳 び 」(45分 ×6回 扱 い の4回 目)

学 習 活 動 教 師 の か か わ り 方

1

9
乙

3

学 習内容を確 認す る。

[璽]](競 争)
グループ対抗 の競争 をす る。

学 習1を 振 り返 り,技 能 ポ
イ ン トに つ い て 話 し合 う。

4・[垂1(達 成)

め あ て に向 か って練 習 す る。

咽
(爾糾 傘
(甕鳩瞭職
例)

5舘 蒙雄殿論翻
伸 び を振 り返 る。

圃
:強 い踏み切 り

購 雛 強く膜 誰 鰭 量く胸 験 霧 全に

騰欝欝 蕪難凝魏1媒隷
る よ うに励 ます。

○本時の学習の見通 しが もて るよ うに資料を提示す る。

,○ 今 日の 目標記録を発表 し,学 習 への意欲付 けをす る。

}○ 競争 の結果を発表 し,称 賛 した り励 ま した りす る。

10轄1ま で の 児 童 の 様 子 を基 に,技tltポ イ ン トを 指 導

{す る。

…

1}○個
々のめあて に応 じて練習の場 を選ぶ よ うに助言す る。　

i踏 み切 り1着 地一　
1

素早い抜き足 安定した着地

一

l
L_一 一________」

(5)参 考 資料

ア ドバ イ ス カー ド

※自分で感じたり、友だちからのアドバイスを参考にして、走り高跳びの技能をチェックしてみよう!!

①助走 ・踏み切 り・空中動作 ・着地について、で きた部分にO印 をつけよう!!友 だちや先生か らのア ドバイスカードを参考にして
走 り高跳びの技能をチェックしよう。[○ 印をつけた場合は、横に日づけも記入しよう。]

②図の上の部分に、自分で大切だと思ったことを書いてみよう!助 走 ・踏み切り・空中動作 ・着地について思ったことを書 こう。

〈勿 走〉
・自分 にあ つた リズム や

助 走距 離で走 る。

・最後 の3歩 は、 「タ ・

タ ・ター ン」の素 早 い

リズ ムで跳 ぶ。

で内

〉

ン

リ

一

切

ゾ

。

み

り
る

融
層
切
切

く

み
み
踏
踏

の

乱切み踏く強で足きき●

く高を肩や

。

足

る

り
げ
切

上

み
り
踏
振

●

〈獅酢〉
●振り上げ足を、 まっす ぐ高 く

振り上げる。

・踏み切 り足を素早 く胸にひき

つける。
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〈青 埴〉
・足から安全に着地する。

〕



IV研 究 の ま とめ

1.研 究の成果

(D学 習過 程の工夫

○ 陸上運動の運動分析や実態調査 な どを行 うとと もに,運 動 の特性を理解 し児童の実態

に合 った学習の進あ方を考え ること。

○ 学 習過 程を 児 童 の実態 に応 じて 「つか む」 「取 り組 む 」の2段 階 と して 作成 し,

2年 闇を見通 した計画を立て ること。

○ 陸上運動の楽 しさを味わ うたあに,「 達成の楽 しさを味わ うための手立て」 と 「競争

の楽 しさを味わ うたあの手立て」を学習過程の 中に位置付け ること。

○ 達成の楽 しさを味わ うための手 立て として,っ かむ段階での記録 を基 に目標記録を設

定 したり,用 具や場の設定を工夫 した りす る こと。

○ 競争の楽 しさを味わ うための手立て と して,記 録の合計で競 った り,得 点制 を導入 し

た り運動 種目 ごとに工夫す ること。

学 習過程 を上記 のよ うに工夫 したことにより,児 童 は陸上運動の達成の楽 しさと競 争の

楽 しさの両 面を味わ うとともに,よ り意欲的な学 習を行 うよ うに変容 して きた。

(2}自 己評価活動 と教 師のかかわ り方の工夫

○ 自己評価活動を 「ああてを もつ」→ 「練習 ・競争に取 り組む 」→ 「で きた ・伸 びた ・

勝 ったことを味わ う」 とい う一連の流れ と して位置付けた こと。

○ 目標記録 ステ ップ表を作成 した りノモグラムか らのめやす記録を設定 したりす ること

に,自 分の力 にあ った 目標記録 やめあて を もっ こと。

○ 児童相互の学習を活発 に し,自 己評価の手掛か りとな るよ うにア ドバ イスカー ドや助

走 マー ク ・着地 マー ク ・足型等を作成 し活用す るこ と。

○ 学 習カー ドや練習 カー ドなど,学 習に必要 な情報を整備 ・充実 し,児 童 の学習 に生か

す こと。

○ 児童 のめあてに応 じて場の設定を工夫 した り,学 習を 円滑にす るたあの用具 を工夫 し

た りする こと。

このよ うに 自己評価活動 と教師のかかわ り方 の工夫 として,あ あて ・児童 相互 の学習 ・

学習情 報 ・場 の設定の4っ の手立てを考え取 り組ん で きた ことで,児 童が 自分をみっめ 自

分を高めよ うとす る意識 がみ られ るよ うになって きた。

2.今 後の課 題

(D学 習過程の妥 当性の検証を さらに進 め,児 童が運動の楽 しさを十 分に味わ うとと もに走

力 ・跳力が向上す る学習過程を追究す る。

(2>自 己評 価活 動 を よ り明 確 に学 習の 中 に位 置付 け る とと もに,評 価 規準 の検 討 が必 要

で ある。

(3)一 人一人の児童が進んで運動 に取 り組 み,自 ら考え ・工夫 してい くことがで きるよ うに

個 に応 じた教師のかかわ り方を追究す る。
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